
■・IⅢⅢⅢI:IV綽1

1■
'|■
・1鶴 ::

,|‐
.::||■Ⅳ譲41

|‐ 111::lv43ふ iV‐ 5筆藝

Ilチ争中7

Ⅲ…:∴■∵蜘18

∵・.IIV5,2‐ :l「|:書

ⅢⅢⅢⅢIII‐W021
1111:|:|::|=:■

Fも49

:Ⅲ l'|■
|:11‐ V爆

`:1‐■ⅢⅢⅢⅢⅢVO縣
,i‐■。|‐1117181,V225

||||《V53:

:■‐ⅢⅢⅢlVes書
:liti■ |■∵4‐譜148

11:il血 tB::マ嫌4
∵■̀JI■ :`11V亀 11
1‐ 1:|:iゅ ||11111ilil.541

´
!電11輩11

神津■

樽津■

樺1簿 |

神樺|

神‐樺

lel簿■

神戸|

鍾織
‐

紅1出

書蠣

曹鞭

警頸

高1腰

調魔

嵩諏■

嵩糧

高轟|

職・ヤ '「 '∵
‐||=`Ⅲ '|‐

1111・ 1110撃豊

饉1鶴■|■ⅢⅢⅢⅢ=11■‐■|・■|■ liVi38

猛■|11,■ IⅢⅢ1lⅢⅢI・ =■■IV26911V467

包1軸 |■ .・ i‐…IⅢⅢⅢl■■‐二十1`■|liV280

糞即軒■||IⅢⅢⅢⅢⅢⅢ路21
な量臨二∴|■|■∵ゃ|・ :=.1.|“ :livttt懸

蓋量彎‐
===|::轟
‐嘉鷺機

「li造 11■ `:・ 111::||::.1・…ⅢIⅢ lll■ II‡032

カ遣・・・・・…1・ ,■十■よ'・ ::・・,lll。「.薔 .=ttlIVl15

宍議澄|‐|.`11■ |‐ⅢⅢⅢl:・ |・ =■‐̀::Ⅲ 11‡V276

購ザ11‐すJ ttl手すill・・・・|・
‐
l‐ず1卜…1・ :∵・1‐l…lFiVtζ tl

Ⅲ433,

.I‐ 535

l1432

1122T

il『 19ず

1濫‐覇

量被

今彎

i重

費i機鮭

鷺藤

近藤

遮藤

近藤

瞳灘

遺藤

近艤

I篠1峨

V‐鶴,

‡‐342
‐
11'3‐薔

I1031r

機内4■ 1111‐・″||■■1'|‖摯・|■|111■ 11V73事

縁大欝1・ 1・・1・ .|.十 1'■ '11,|III‐ 1壕t,111聯

■綸ギ|。日…11二 ,lli1lⅢⅢ.|‐|||11‐ 1壕

'i

醐
・慧
一
鱗

郎
|・■|‐|■■ |:tll…… … …

難奮 |■ l摯 1‐‐■・■ⅢⅢ=‐■||・‐■||||

轟■ :■|■|11:i紅
衛■ |11:・・:・ 1...11:||∴ ■|||||||

籐鍍

製作難‐繭■■|■IⅢ…11・ l議|:11■ |■ IⅢⅢiV'34

… 61撫

太1郎 ,∵‐・ J■■■慧lⅢ l.…Ⅲ∴‐・|・■Ⅳ246

ふヽ1ま格|‐ 11114・・11■ ,十 .:・ⅢⅢこ.11111「 |1lV753 良驚・・・・・・…111‐■・・,■ ■ヽ11:‐■|》 :密6,1‐お0

「香坂六郎」(慶応義塾入社帳索弓|、 福沢研究センター編、1986年 9月 )



爾
壺
鷲
嵐
驚
■

|‖ IⅢ二

|■i■|

|■|
(慶応義塾入社帳 第 4巻 )



■

麟1灘 警 癬 驚1鵞

骰 鰯

・蜀
量

鷲

際

職
―
一鷹
●
晰

顧
襲
書

一轟
■
灘

醸
鸞
朧
一・．畿
一灘

巡

●
麟

●

鰺

捩
一
一鷺

●
一鍼

磯
・警
鰺
巡
燿

鵞
一鸞
一
贔
一一・憔
・

麟
一
綺
一
鵞
鱗
麟

麟
一鶴
●
延
一麟

籍 難1鑢 ‐鸞|‐ 卵≫|llll
典‐撥

亀 骰

か

一
■
一

檄
一

驚
艤
醸
鞭
麟

質
畿

騨
構
ず
Я
響磯
鸞
議
欅
磯

鰈
欝
臨
麟
輝
壕
苺璃
ふ
機
．

お
勁
襲
ｔ
畿
鱗
爾
農
繭
鐵

，
特

●

・碗

蝙
囃

汗
灘

檸
爾

鸞
畿

磯

●
●
ヌ
食
挙
■

驚
一
・鋳
礁
で

難
驚
鑽
一．鱗
ψ

饉
鮭

競
甘
．

一
難
一魃
欄
．一

毅
雛
一轟
彎
、

輻

蒻

塚

陪

躙

蝙

褥

欄
幸
饉

薔
灘
一鍮
哺
．

な
鮎
一銹
塩
、

鸞
鶯

躙
驚
．

麓
鐵

艘
壌
「

鷺
鐵

櫨
ず
一

寧
濾
・畿
塊
「

蝙

忙
儡
隕
之
“憫・躙
楊

一
一
一　
一●
一
　
囃
麟
麟
鸞
鰺
隋
鼈
押肝
颯
一蠍
離
．睡
一■

炒

止

臨

■

臨

』

・爾轟

卜

麟
∴
粋鷺

一

鋤

幌

一雛

瑕
蒻
鵞
炸
礁
難
鵞

麟
■
雛
麟
町
鶯
檬
一
攀・̈
鱗

籐
鮮
一輻
鷲
憲

糠 糠 嵐 鮭 轟|lm髄

(中央大学学員会名簿、大正 15年 11月、大松直重編 )

晰
一
蝙

●
麟
一ｍ

一一餞麟盤中　躊・一療・

一贔

．一・灘

・雛
譲
鮭
一

趾睫蓋51雛顆榜鋏》核

欝
Ⅷ
必
Ⅷ
靱
灘
磯
峨
檬
礁
一・・灘
灘
・祓
．鐵，電

隋
趙
咆
写
漱
・戚
一．一檬貫
鱒

烙

一瘍
「

畿
冬

凩

Ｒ

・蝙

は

冬

礁

眩

瞥

軋

環

機
鑢
隆
⑮
機
な
ぬ
揚
蝙
瑕
悽
蛉
壕
．菫

趙
甕
一鼈

饂

楼

鰤
輝
輔
響
ポ
写
颯
麟
礁

●
⑫

　

．
．
　

　

・
　

　

‐

灘
蛾
灘
蛛
黎
環礁
肛
輩
一鞣
肘
癬
鋏
／
な
証

鸞

一鸞

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

華艤
鼈
囃

癬
癬
一一一一．鰤
鷺
「

鬱鵞
罐

艤
難
一鋏
．一■
一

・麟
鸞
鋏
鸞
「

は

電

「

鸞

密膠榜劣魏‐輻V秒顆1膠



撰 1侮■・|・1■1鷲 tl‐ 1撼1彗彗■・‐Fl l■潜 |1難  弩嘩.‐ ■7.1揮r ‐ゲ 弊 ■鶴■頸■十 ■71■零・ 麟

ｆ
一一一
瑾
疇
堪
疇
＝
欄
攘
礁
一壼
』
露
監
澤
焦
　
　
　
　
眸
卜
●
計
ト
ト
」
一一

，
に
一

一●
●

・
●
●
暑
法
学
麟
鱗
Ｖ
篤
七
六
号
・
靭
一

一
〓
０
本
琴
０
準
機
生

一　
　
　
●
●
　

・●
●
●
●
■
●

灘
■
脂
難
■
〓
国
の
事
業
卜
及
灘
燎
■
●
路
幾
難
●
館
し

■
●
．一●
一．ぼ
革
叢
壼
蛾
懇

一
●
一難
紺
法
学
料
　
　
　
・

硼
驚
壺
驚
■
族
　
藤
　
・　
榮

骨
鵞
驚
■
懺

　

篤

機

敵
鷺

難
織
驚
Ｉ
驚

・　
・本
書
金
次
郎

鶴締
賊
急
舞
鑽

・■
驚
‡
一■
■
鮮
・
＝
胸
朧
灘
郎

輔
馘

一一一一・・一一一

盤
群
■
一驚
一

驚
驚
鵞
■
■
一一一・一一

種
轟

■
騰

．艤

機

本

悔

Ｉ
雛

池

鷹
麟

之

助

鯉

溜
平

閣
郎

機

名

業

畿

大

機

＝

郎

．徳

一檄

南

書

一蠅
一一一■
一鵞
．撒

・■
一一■
一一・一一一・ｒ

■
＝
■
一蘇

一陛
・・社
一町
鷹

驚
●
灘
●
‡

・

一

　

・

．
一
一一
一一
・一

一

・．

　

一

一〓こ議一・一
一一一一

(中央大学史資料集 第 17集 )



一燿
一嗽

ず岬
増醐輛

一
書
一‡

群
Ｉ
離
一■
驚

一
欄
一磯

＝
一ｔ
一

一
■
一難

伊
〓館

‥■‐‐■
．雛

一■
丼
雌

■
一一一証
枷
■
一

一警

議

一
・

・
・・一
・
・

・一．．・

一

囃
疏
鷺
・

難
●
驚

一擬
一鮭

苓

一一一・・一貴
．

議

鷺

驚
■
驚

撃
■
難
一

一鰻
．一軒

一篤
冊
版
■
難

丼
群

灘

一千
葉
県
ギ
民
一

針
無
雛
Ｉ
凝

驚
城
県
士
鱗

一灘
藤
県
平
驚

一雄
鵞
県
平
民

峰
■
県
平
民

一書
灘
暴
平
民

・轟
撫

晟

平
民

●
難
難
軒
民

驚
難
灘
ギ
民

驚
菫
勝
ギ
民

輩
檬
構
坪
僕

一一
一
■
■
＝

菫
雛
■
‡
族

難
‡
黎
・■
難

襦鮮
暉
熙
』

・鶯
一難
意
↑麟

．■
＝
驚
・■
■

竹

絆

雛
一撃
一

畢
野
難
た
難
一

摘

　

一●
畿
一

吉
村
灘
歯
難
一

闇

・
●
・・・・一・・．一一畿

一番
●隧
一一六

郎

よ鷲
脇
級
を
基
歯
職

脇
・灘

農

難
・

・避
麟
麟
落
一雛
・

静
・・町
・簾
一鯖
一

中
静
鷲
一群
護

一贔饒

醐

厭
難
監
■
＝

一癬
製
難
撃
島

一懲
■
・鼎
掌
驚

一灘

―

書

■
や

番

態
本
県
士
艇

一賊
阜
驚

半
難

蹄
山
驚
平
．踏

聞
曲
暴
平

競

冊
曲
難

士
族

書

鮮
麟
撃
罵

一機
雛
鼎

士
族

構

藤
鼎
平

民

崎

鸞
県

平
民

・農

野
県

平
民

雌

■
琳
半
民

嘉
蹴
幾

士
族

幾

野
県

平

民

鶯

難
嘉

平

民

臨
雌
驚
半
働

■
■
驚
■
灘
一

難
藤
鼎
撃
胸
一

一ｔ
翠
一●
●

●

一■
＝
‡
Ｉ
難

牲

難
露

郎

・
一一
一

・

一一・
一一一
．

・
一

一一一

一

賞

一家

一麗

・＃

催

灘

一難

雄

中
村
多

麟
郡

内

圏
牧
之
簸
・

踏

脚
欝
れ
難

鵬
麟
難
太
郎

村

山

一

番

失

澤

襲

三

奥

曲

直

糠

一

金

千

鶴

■
．

河

内

定

輔

一

博

見

畿

雄

一

籐
〓
瓢
奮

難
■
一難

一驚
一一‐作‐‐

一■
■

■
一一．一一一難

一
蘇
一盤

鸞
一一一一．・一・業

■
鯨
鰤

町
●
鮮

難
え
難

ギ鶴
骨
欄

離
一
一酢

爆騨
蟷
轟
一一一一一濃轟
議
「

一
＝
一■
■
■
●
■
・■
一薔
一Ｉ

Ｉ
憔
・＝
■
驚
●
●
曲
●
峨
●
驚

一
呻
報
帥
鰈
肝
吋
剛
ゴ
球
一
Ⅷ

鸞
磯
環
撃
罵
●

＝
■
■
県
■
灘

礁

撮

ド

一磯
鸞
儡
畔
懺
●

一離
離
監
町
貯
●

一濶

晰

．一一一
一
・
一

一

．
・

・

・

一・
・・
一一．
一

・

■
■
鸞
・鶴

一露
本
入
雄
歯
難

■
■
性
蓋

翻蝿
離
‐１
‐
‐‐一館
一群



松本繁欝■L‐

中
篤
　
亮
町

ん
じ
ら
群
ぶ
が
う
蓋
し
徒
末
近
在
の
坪
方
差
舛

犠鄭にはは剌卿て‐‐水郵赫」痢粥醸雌詢陣晴

と
い
ヽ
は
な
う
た
ケ
雨
し
てデ
驚
湖
く
朴
体
に

鵬
”
ｌｉ
ケ
鰐
織
な
ヶ
ん

Ｅ
・し
て
地
織
本
緯
に
重

ン
な
Ｌ
か
す
新
ぐ
て
縦
露
な
な
ギ
儀
を
得
る
ｔ

‘
は
順
る
難
き
を
颯
Ｕ
も
の
な
う
Ｌ
を
待
す
■

ば
特
に
機
業
者
に
就
て
依
頼
せ
き
べ
か
ら
す
同

つ

ば

か

ホ

　

　

め

■

店
・は
即
ち
鮫
に
見
る
あ
ウ
坪
方
に
互
ウ
機
業
の

緩
機
み
る
人
を
求
め
た
に
嬌
黙
Ｌ
州
鰐
し
て
‐鼻

う
面
し
て
共
骨
業
群
は
坪
方
に
掛
し
て
染
糸
を

一
槻
酬
す
が
と
同
時
に
日
店
に
洵
し
て
ヽ

義
務

を
負

ム
も
の
な
う
同
店
の
■
客
場
ぼ
安
南

曇
一部
ヵ
泄
問
ｉｌｌ
邊
方
面
に
し
で
・件
■
鶯
＝
薔
班

の
Ｗ
温
泉
場
を
眠
，
華
客
場
巡
，
●
鷲
め
も
て

箱
革
ど
携
ぎ
て
出
責
せ
■
・

一農
　
　
　
一　
　
町

◎
闘
中
屋
材
本
店

裏
町
通
う
下
横
＝
町
東
肛
に
な
タ

制
鳳
脚
・齢
け
摯
げ
粽
師
ぼ
件
”

ぎ
ゞ
ド
ド
ぽ
が
Ｆ
ド
ぽ
が
ビ
Ｔ
Ｔ
ｒ
ｒ
で
ｒ
Ｆ

ぽ
ぼ
ぼ
ぽ
ｒ
ぽ
ぼ
貯
ぼ
ド
デ
が
お
絆
ｒ
Ｆ
ｒ
ゲ

ｒ
ｒ
か
ぽ
ポ
で
お
が
一も
丸
く
胤
出
を
ｒ
た
，
な

以
，
絆
家
の
静
用
鱗
る
厚
く
■
共
ぱ
縦
の
麟
鷹

な
る
は
其
繁
構
を
見
る
所
以
な
う
と

る
に
至
れ

，

暉
競
　
ユ
町
・

も
の
に
ゎ
で
今
や
共
事
業
も
創
始
に
屈
す
る
と

以
で
多
額
の
製
出
を
見
る
乙
ど
能
は
す
こ
雛
も

若
々
業
務
の
雄
ル
に
怠
る
な
く
ん
．ば
共
販
路
の

・繊
張
ビ
需
用
の
驚
殖
は
期
し
て
待
つ
べ
し

，
う
こ
ん
　
　
７
，
―
テ

工
場
は
単
に
松
根
を
蒸
館
．し
て
原
料
を
得

る
よ
止
浚
■
第
二
工
場
は
蒸
盤
‐し
‐たな一雄
料
を

蹴
卿
■
ｉ
ｔ
絆
，
Ｉ
一
●
■
機
器
一カ
‘
■
ク

を
だ
ず
ダ
ガ
が
‘
聯
じ
震
‘
之
な
東‐‐‐京
へ
ぽ
け

，

　

４
一
つ
鷲獅鐵胸″一る‐‐‐‐には″肝”一卜せらに一ノと‐‐‐″″

根
を
計
用
し
，
役
出
肝
め
無
よ
の
製
品
仁
肝
一

Ｒ
在
ケ
賓
に
地
方
殖
た
典
業
の
上
に
於
て
∵
生

耐
を
＝
■
を
；
■
″
一
い
■
べ
↑
仁
“
螺
鮮
磐

げ
た
・麟
に
麟
一獅
し
ｒ
・律
々
業
‐務
ヶ
一肝
に
と
同
る

爾
九
十

一

lil‐ |‐‡|‡:蓋|
11-1・ 像1;川 l本

｀
1■
°

構作『 F‐鮮厭
て , れ て 裁i｀ lL
惟;う ●た

|こ 販 lこ け 嘉
第)‖f

畿業|ヤ I:ltli
警
ち
11:17:籍 考lt｀見大`夏近女`第`

ノン`「な
本)所
藻ll. イ)
液｀製
等
｀
通
組
｀
11:

て,は
洋l薇1
式lち
塗
｀
松
｀

料),限
｀

の1を
｀

原‐)乾
｀

オキ11:留
｀

た｀し`

|なtダ t

る
｀

1‐ 1

{,1

本
松
根
乾
‖留
炒r

(松本繁昌記、山内実太郎著)



松本繁記
1■本繁

■
■譲己 昌

す の 山
字 邊
を イ崎
書 通
し に

岳:ヂ
:

標して
い 南
鷲な側
し ,ト
ル: 11
脱 に
な イ正‐
ri^。 ゥ

せ・f!:
箭Fl ′|ミ・

と
｀し
｀
= )亦
・

多
｀
本
｀
し ｀オガ・

,水 /`卜
｀
,b ‖r

賛t彙 :彙t真 :
が
｀
猥
｀
講
｀
北

東ミふt誉 :|:|
相 史`りに
｀
1:

■
籍
一　
餌
幾
町
　
安
圧
町

の
勇
氣
に
至
■
は
殊
に
之
れ
を
総
揚
せ
き
る
と

得
す

餌

０
花
附
染
物
店

糸
ヌ
物
地
類
締
木
．綿
セ
論
せ
す
染
業

一
切
を
恭

し
て
選
憾
な
く
確
壷
六
十
二
本
を
有
し
て
盛
ん

に
機
業
せ
‘

位
地
恰
．も
女
鳥
瀞
川
な
魚
ム
て
坐
ら
便
利
を
縦

横
に
し
剰

ヘ
ー‐
――
避
街
道
を
担
し
て
幾
多
の
花
ｔ

を
要
す
る
に
席
ぷ
智
ウ
面
し
て
最
■
ぽ
郎
に
お

も
貌
切
に
勉
強
す
れ
ば
■
人
の
服
客
い
，
■
ヽ

繁
く
日
に
作
業
に
迫
は
れ
つ
ヽ
み
ケ

安

〇
山
本
砂
糖
店

安
原
立
町
通
う
中
段
よ
う
南
方
少
許
の
西
側
に

魯[播‡糠類
I鯉力
｀
徐葦∬)

1 1ヒ  驚い`真｀こI I
l虫 i;ガ瞥 l`F｀ ヤ゙ |

働! t( に｀lll｀  `輌 |
と, イ11 ;減｀を

｀
ガ1・ |

に し 責｀喩｀を |
イ1( ・こ しン '｀｀1斑
多 j上
い
,た ' こノ 1票

て 1減lオ以` て ご
1賦 :″〕 ‐tr｀「:∫  し

'11せ
る 静[｀ lI・  イIt｀

1金  (こ  ,II｀ 力i  ll｀

■
・源
騰
暉
和
■
町
午
ウ
感
鮮
を
計
み
て
ば
ば
ぽ

ぽ
ぽ
ぽ
ｒ
ぽ
た
ｏ
，
寅
ｔｔ
松
本
に
於
け
る
だ
対

の
性
雌
に
し
て
共
功
樹
晨
し
て
炒
少
な
ら
や
る

な
う
、
と
に
よ
う
て
ぽ
ｒ
ぽ
ぽ
ず
だ
ギ
ぽ
ぽ
ぽ

の
如
力
も
多
ャ
晦
店
の
手
ｋ
締
し
小
白
本
ゲ
ｒ

ポ
ず
ぽ
が
ぽ
孵
貯
Ｆ
ぽ
Ｆ
ず
が
ぽ
ぼ
げ
貯
お
だ

ポ
で
ぽ
ぽ
げ
ぽ
ぽ
ｒ
ｒ
ｒ
ビ
ｒ
ど
ピ
げ
が
ｒ
Ｆ

ず
ｒ
ｒ
Ｆ
ぽ
で
げ
Ｆ
Ｆ
ど
が
げ
ｒ
ｒ
ｒ
が
ば
Ｆ

取
磁
ズ
順
な
娘
繁
な
う

斯
の
如
く
性
業
最
も
久
し
け
れ
ば
古
か
得
意
筋

も
ス
自
ら
多
く
し
て
■
川
勢
力
．並
び
行
は
れ
だ

撫
財
の
如
卜
も
籠
う
■
旋
↑
樹
淑
雌
扉
償
摯
が

屋
〓
加
接
し
て
裏
手
深
よ
所
に
数
然
運
し
て
倉

庫
の
屹
立
す
る
セ
望
ヤ
賓
に
＝
店
の
如
■
は
確

露
を
唯
一の
性
無
摯
じ
一貰
し
一
■
，
ｒ
，
な

０
今
や
兵
螢
の
姓
置
を
鵬
・前
に
し
之
に
件
∴
て

雌
る
ベ
ル
賊
″
姓
捜
・・の
顧
鶴
ピ
難
・し
特
に
昨
一庄

の
如
き
は
前
途
甚
だ
グ
蝉
な
う
ど
す
優
ん
や
戯

場
の
蹴
耐
を
待
つ
て
た
に
な
竹
一伊
那
ウ
脱
樹
七

吸
牧
す
る
〓
同
時
に
夏
に
会
餞
各
地
に
向
つ
て

中
篇
　
安
蹴
町

菫
力
■
構



|::二::

「・|

,  1,

11●
●

・■
　

↑

Ｆ

―

■

●

，

、■
一

●
　
お
・・
）

、
」
ｒ
●

■
　
・

．

‐‐

・

一

　

　

・
　

て

■
・
■
　
ヽ
「

“
　
■
１
１

・

一
予

■
一・

１

‐１

１

一一一

一「

一
●

・
一
一
一　
‐‐‐

一
〓
¨
・
■
一
一
一
一
・
」

¨
　
・
■

■

●

一

一一一一̈̈
一　・‐」い̈一̈一

一・一一
一凛一．．一”．一

一■
一
一
　
・ｒ
ｒ
．

・　
一
●
一■
ヽ
●
●
・
、

陽
銀
行
性
本
支
１１１
ビ
ル
の
位
置
）
に
移
り
、
世
長
■
潤
ｔ
下
繊
＝
町

（
林

部

堂
■
片
■
な
造
営
し
た
．
明
治
三
十
‐‥――‐
―
年
、
七
十
■
■
で
没
し
た
高
綱
二

―

十

一
世
の
に

々
木
了
綱
は
、
猛
烈
な
さ
わ
め
た
一
■
ネ
一
■
仏
棄
釈
に
抵

抗
、
安
■
■
部
の
真
宗
三
卜
三
■
を
守
リ
リ
一
ｔ
高
＝
”
”
軍
大
将
力
木

希
典
´
に
な
友
は
知
る
人
ぞ
知
る
ぃ
塔
頭
■
は
い
た
妙
勝
■
ぅ
玄
Ｉ
キ
‐、

方
仙
寺
が
あ
る
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

一

■
行
■
人
り
日
の
北
側
に
は
松
本
松
杖
乾
Ｉ
Ｉ
び
喘
■
ｔ
＝
颯
４
料
の

‐

原
ト
テ
レ
″
ン
油

０
＝
Ｗ
が
仕
事
．）
――，‐
治
二
十
九
■
の
創
設
で
香
坂
六
瑯
、

大
林
山
太
郎
が
経
営
し
た
．
―――‐
治
四
十
五
年
の
サ
秋
び
ｔ
ｔ
か
ら
‐‐‐―‥‐
ｔ
、

と
い
う
説
蔦
あ
る
が
、　
・‥…
山
―‐
場
が
こ
の
“
ぢ
一
千
蔵
■
■
一

‐Ｆぅ
一
場
に

な
（́
た
、
と
ｔ
い
ゎ
れ
る
〕
■
ｉ
か
ら
北
側
は
置
屋
が
ザ
ら
，
■
■
ん
で

い
る
。　
′―――
刀
ｔ

の
と

，１１
り
は
分
林
家
、　
っ
ぎ
が
新
掟
一
・だ

ｒ
ｉ
．
＝
丸
笹

で
も
あ

っ
た
と

ぃ
ぅ
町
民
ｔ

い
４
．
市
川
良
勝
、
光
岡
■
■

次
■

い
ぅ
名

ｔ
記
憶
さ
れ
る
¨
＝
極
１１１

は
――‐
検
浩

に
／１ヽ
い
し
て
，
４
称
一で
ぁ
る
Ｌ
大
正

サーーー
に
居
住
卜
た
小
原
町
リーーー
は
伝
本
市
議
ｔ
し
た
し
、
新
欄
■
■
■
し
た
．

北
ど

な
い
′
は
置
卜
の
栄
家
、　
一
ざ
ｔ
置
宝

の
林
家

（林
事
）
で
ヽ
林
し
や

う
が
さ
い
―
・‐
―‥
い
を
，

ゎ
っ
た

．
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

ふ
た

つ
の
席
路
を
は
さ
ん
で
置
犀
か
■

(新松本繁昌記、新信ⅢI社 )


